
　コンビニエンス業界のイノベーションリーダーを目指すローソンは、次世代に向けた業務改革プロジェクトを推進中である。
この活動のベースとなる次世代ITシステムが「ローソン 3.0」。情報を基軸としたイノベーションを加速することで、お客様・加盟店
オーナー・アルバイトの方 ・々取引先・および従業員から「選ばれるローソン」になることを目指している。本部に蓄積された各種
情報と現場の声を即座にビジネスに反映させるには、いつでも・どこでも必要となる情報を活用できる環境が不可欠。そこで
同社では、人と人、人と情報を結ぶユニファイドコミュニケーション環境をArubaのモビリティソリューションで構築。ビジネス
改革を支える安全・安心な基盤として活用している。
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「選ばれるローソン」を目指してイノベーションを追求
情報を軸としたビジネス改革の基盤にArubaが貢献

新たな時代に向けた業務改革を展開
切り札はITによるイノベーション

　市場での競争が一段と激しさを増す中、流通・小
売業においても勝ち残るための「次の一手」が強く
求められている。ローソンでは、これからの時代を
見据えた業務改革プロジェクトが進められている。
同社の常務執行役員であり、CIOを務める横溝 陽
一氏は「コンビニ事業において、廃棄ロス、機会ロ
スなどの最小化が重要な経営課題になっていま
す。ITによるイノベーションで、これらを解消しよう
というのがひとつの目的です」と説明する。
本部に蓄積された様々な情報を効果的に分析し、
現場での活動に活かすことで、売上げや利益の
向上を目指す。そのために構築された次世代IT
システムを「ローソン 3.0」と総称している。横溝氏
は「Webやネットが当たり前の時代。ビジネスも情
報やデータを起点に展開する形に変えて行かなく
てはなりません。こうした情報を基軸とした業務改
革を実現するシステムを構築し、それが現場で使
われ、効果を出して行くことが必要」と続ける。
　「ローソン3.0」では、本部、店舗の両面一体となっ
たプロジェクトが展開されており、その中でも特に重
要なテーマが「ユニファイドコミュニケーション」の実
現である。横溝氏は「これから改革を更に推進し、情
報の活用とコミュニケーションを効果的に活性化さ
せるためには、面倒な操作や手続きがいるのでは話
が進まない。ビジネスにイノベーションを起こすため
には、人と人、人と情報をシームレスに安全に結ぶ
ネットワークインフラが不可欠」と強調する。

性能・運用性・安全性を評価し
Arubaのソリューションを採用

　ユニファイドコミュニケーションの実現において、
ビジネスにおける「距離」と「時間」、「操作の煩雑さ」
というマイナス要素を埋めることが最大の課題で
あった。ITステーション IT基盤 部長 小畑 康治氏

は「当社には全国7つの支社があり、さらにディ
ストリクトと呼ばれる細分化された地区の拠点が
126ヶ所あります。どこかに集まって会議するに
も、移動に掛かる時間を無視できません。現場の
スタッフに必要な情報を迅速・正確に届けるには、
この三つの壁を越えるための仕組みが必要でし
た」と話す。そのための具体的な施策として、同社
では情報のコラボレーション基盤を構築。ここで
切り札となったのが、Arubaのモビリティソ
リューションであった。
　ITステーション IT基盤 高原 理彦マネジャー
は「以前は有線LANが使える場所でしかネット
ワークを利用できず、接続操作も非常に面倒でし
た。モビリティー通信カード等も利用していました
が、これも現在の高速・大容量ニーズには応えられ
ません。その点、インターネット環境がある場所で
Arubaの無線LANを利用すれば、社内と同じ操
作環境で情報システムを提供できます」と話す。
　小畑氏はArubaを選んだ理由として「高速性」
「運用管理の容易さ」「セキュリティ」の3点を挙げ
る。「ArubaはコントローラとAP間をトンネルで
結ぶため、遠隔地と通信する際にも通信品質を一
定に保てる。またArubaはAPをコントローラで
集中管理するアーキテクチャを採用しているため、
システム毎の監視を集約し運用の合理化を図れま
す。これにより、ますますシステム運用の複雑さを
回避する打ち手となります」（小畑氏）。さらに、小売
業を展開する同社にとっては、クレジットカード業界
を中心に策定されたセキュリティ基準「PCI DSS」
に標準で対応していることも決め手となった。
同社ではまず3台の「Multi-Service Mobility 
Module」と2台の「Aruba 3000 Controller」、
300台の「Aruba AP-125アクセス・ポイント」
を導入し、2009年3月より無線LANサービスの
使用を開始。小畑氏は「Arubaを選んだことで、
我々のニーズにマッチしたシステムを、全国１３０
拠点に約４ヶ月間という短期間で無線LAN環境
を実現できました」と語る。

株式会社ローソン
常務執行役員
CIO ITステーション
ディレクター

横溝 陽一 氏

株式会社ローソン
ITステーション
IT基盤 部長

小畑 康治 氏

株式会社ローソン
IT基盤

小澤 健一 氏

株式会社ローソン
ITステーション
本部IT マネジャー

石田 剛彦 氏

株式会社ローソン
IT基盤 マネジャー

高原 理彦 氏




